
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度　　 小諸市立水明小学校　「学校評価アンケート」　経年変化

児

童

回

答

登校について

児童の回答は、昨年度並みで
９０％以上が楽しく登校する
ことができていることが分
かった。あてはまらないと答
えた児童が減っているもの
の、１０％近くの児童が楽し
くないという結果となった。

保護者の回答は肯定ポイント
が減る結果となった。

職員の回答では、おおむね子
どもたちが楽しく過ごしてい
るように見えている。

児童や保護者が楽しいと感じ
ていない子どもが一定割合い
ることから、一人ひとりが安
心して過ごせるような学校生
活が送れるようにしていきた
い。

保

護

者

回

答

職

員

回

答

児

童

回

答

授業について

児童は、９５％が分かりやす
いと回答したが、昨年から肯
定的ポイントが減る結果と
なった。

保護者回答においても、肯定
的な意見が減る結果となっ
た。

教職員のでは、日々工夫をし
ているが、子どもたちや保護
者に分かりやすいと楽しいと
伝わることができなかった。

教職員の中では、一公開授業
を実施し、研究グループ内で
授業を見合い、授業の質向上
に取り組んだ。子どもたちが
やってみたい、分かりやすい
と感じる授業をさらに目指し
て来年度以降取り組むととも
に、小諸市が掲げる授業づく
りに寄せて統合する際に差異
が生じないよう取り組んでい
きたい。

保

護

者

回

答

職

員

回

答



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児

童

回

答

あいさつについて

児童について、昨年同様に９
割以上の児童があいさつがで
きていると回答している。

保護者からの回答では肯定的
意見が微増したが９割を切っ
ている。

職員の回答でも肯定的な意見
が増える結果となった。

地域の方からもあいさつがよ
くできているというお褒めの
言葉をいただいくように児童
が地域であいさつができてい
ることがわかった。

学校では、代表委員会が、登
校時に昇降口に立ち、元気な
あいさつをしているため、そ
れに返すように登校した児童
も挨拶をしている。日々の児
童会活動や指導により、校
内・校外においても明るいあ
いさつができるよう今後も取
り組んでいきたい。

保

護

者

回

答

職

員

回

答

児

童

回

答

安全面について

児童、職員全てにおいて肯定
的な意見が９割を超えること
ができた。
保護者からの回答では、肯定
的な意見が減る結果となっ
た。

本年度は、安全面に関して、
以下のことを行った。
〇子どもと安全つくり隊での
地区の危険箇所点検
〇交通安全教室での歩行訓練
〇年３回の避難訓練
〇職員のみで行った不審者対
応訓練
〇熊対応の安全教室
〇職員による下校時の安全指
導

また、熊やサルの出没等によ
りスクリレで保護者にお知ら
せするとともに下校時に職員
が巡回指導もあった。
さらに雷雨時に学校に待機さ
せ、お迎えをお願いした日も
あった。それを機に、バス会
社と今後どのように対応する
かについてマニュアルを作成
し共有した。
今後も、登下校時の安全につ
いて考えていきたい。

保

護

者

回

答

職

員

回

答



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児

童

回

答

行事について

保護者の回答は昨年並みの結
果となった。本年度は、昨年
度に引き続き、児童が主体と
なり考えた内容を形にする形
で、子どもが活躍する場面が
多くなった。
それぞれの行事に向かって目
標をもち取り組んだ成果とい
える。

来年度は、音楽会や運動会な
ど子どもたちがより主体と
なって活躍できる機会として
いきたい。

保

護

者

回

答

職

員

回

答

児

童

回

答

交友関係について

注）この欄は、児童回答が１
段目、２段目に２つ並んでお
ります。

児童の２つのアンケート項目
を見ると、“遊んだり助け
合ったりできる友だち”が昨
年度並みで、学校や学級の雰
囲気がよりよくなっている証
拠である。また、異学年との
活動に関しても若干減ったも
のの姉妹学級交流の機会を定
期的にもっているためよい結
果となった。今後も姉妹学級
だけでなく異学年の交流が継
続できるようにしていきた
い。

児

童

回

答

職

員

回

答



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児

童

回

答

家庭学習

注）この設問は、児童と保護
者の回答となります。

児童は昨年とほぼ同様で、家
庭学習の取り組みは肯定的ポ
イントが８割前後、保護者は
７割のとどまった。

家庭学習に関しては、ご家庭
で支援していただくことが多
いと思います。また、内容や
量については、子どもたちの
必要感であったり、個々の理
解度によって大きく変わりま
す。少ないと感じるお子さん
は、自主学習でカバーした
り、多いと感じるお子さんは
過度の負担にならないよう、
各担任までご連絡ください。

保

護

者

回

答

児

童

回

答

清掃について

職

員

回

答

児

童

回

答

発言（発表）について

注）この設問は、児童と職員
の回答となります。

進んで自分の考えを発表した
り、友だちの考えを聞いたり
している児童・職員が昨年よ
り増える結果となった。学級
ではペア学習やグループ学習
の機会が増え、発言したり、
聞いたりする機会が増えてい
るが増加にならなかった。ペ
アやグループでの活動を設定
する際の目的を明確にして授
業の中に位置づける必要があ
る。統合に向けてとても大切
になる要素でもあるので、
しっかり考えていきたい。

職

員

回

答

注）この設問は、児童と職員
の回答となります。

本年度も清掃の係を中心に、
なかよし清掃を企画し、姉妹
学級で一緒に清掃をし、上級
生が下級生を教える様子が
あった。児童の意識の中で
昨年同様な結果がうかがえる
が、職員の否定的な意見が大
幅に増えた。
清掃に向かうための姿として
汚れを落とすことに集中し、
結果静かに清掃を行うことが
できるということを目指し
て、係中心に改善策を講じ、
児童、職員ともに掃除に向か
う伝統を構築していきたい。



 

保

護

者

回

答

特色ある活動について

注）この設問は、保護者と職
員の回答となります。

保護者・職員とも否定的な意
見が増える結果となった。

本年度は、クラブの講座１つ
増やして、地域の講師からた
くさん教えていただいた。ま
た、３校統合を見据えた小小
連携、地域の探検、小商との
連携、米作りなどの活動を
行った。３学期には水明小伝
統のスケート教室も行い、特
色を活かしながら教育活動を
行っている。来年度も水明地
区を題材や人材を活用しなが
ら総合的な学習の時間やクラ
ブ活動を継続したいと考えて
いる。

職

員

回

答

注）この設問は、保護者と職
員の回答となります。

保護者からは90％近く肯定的
な意見をいただけた。
全学年で、週１回の学年便
り、またホームページについ
てはイベントがあった際はな
るべく早いうちに掲載するこ
とに努めてきた。
今後も日常的な情報発信を続
けていきたい。

職

員

回

答

保

護

者

回

答

学校、家庭の連携について

注）この設問は、保護者と職
員の回答となります。

保護者からの回答で肯定的回
答が９割を下回り、否定的な
意見の割合が微増となってい
る。
職員側も適切に対応できな
かったと感じる職員がいるた
め、この結果を真摯に受け止
め、保護者の皆様からの要望
をきちんと受け取り、その声
に丁寧に対応していくよう改
めて職員一丸となって取り組
んでいきたい。

職

員

回

答

保

護

者

回

答

情報発信について


